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臣約

子どもたちが抱えるからだの問題をより詳細に分析するために、これまで体温測定1)念行い、自律

神経系の機能について検討してきた。

今回は、保育園児の体温を 1!3定期的に測るとともに、体力との関係の深い身体活動量としての歩

数を測定し、体温変化と身体活動量との関連を分析し、検討を加えたいと考えた。

方法

2008年 1月'"'-'2月にかけての平日の 2i盟関で、石)11県中能登町にある町立保育閤 5閣に通う年長児
151名(男児 82名、女児 69名)に対して、前夜の就寝時および当日の起床時、午前 9時、午前日時

30分、午後3時に、体温測定を行った。また、午前 9時から午後 4時までの保脊園生活時の歩数を測

り、 1 !3の身体活動量をど把握した。このほか、就寝時刻や朝食摂取状況も尋ね、記録した。

なお、子どもたちに、健康のために、 1!3の身体活動量として 10000歩は確保させたいが、近年の

幼児の歩数が、午前 9時から午後 4時までで 5000歩程度にまで減り、懸念、されている 2)ことから、得

られた歩数を、 5000 歩未満、 5000 歩~平均歩数(性男IJ)未満、平均歩数~10000 歩未満、 10000 歩以

上の4群に分類し、歩数見IJに子どもたちの体温リズムを比較・検討することとした。

その際、 2時間で積極的に運動あそびが展開された場合、幼児の歩数は 5000歩を超えるため、運動

あそびが展開されたときを 5000歩以上とみなすこととした。また、 1日の中では、午前と午後の 2屈

にわたって運動あそびが展開されるとすると、 10000歩以上群の幼児が運動あそびを積極的に行ったと

みなした。

結果

石川県に居住する保育園児の平均体温のリズムは、男女児ともに 5歳児の体温リズム(前橋，平成

15・16年度科研報告， 2005:3))と類似したりズムを示した(図 1)。とくに、朝 9時には、体滋が 36.6
0
C

ほどに高まっており、十分にウォーミングアップのできている状態にあった。

また、生活時間の平均値については、就寝時刻は、男児で 21時 29分、女児で 21時 32分、起床時

刻は、男児で6時 51分、女児で6時間分、睡眠時間は、男児で 9時間部分、女児で 9時間 30分、

朝食摂取率は、男女児ともに 98.0%であっ
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国2-2保育霞年長児の歩数別にみた体温の自肉変動(女児)

表 1 年長児の 1日の歩数別にみた生活時間(男児)

対 象 就寝時刻 朝食摂取状況 歩数(歩)

5000歩未満(N=5) 21時34分 100% 3967 

5000歩以上平均*未満(N=33) 21時33分 97.5% 6000 

平均以上10000歩未満(N=71) 21時26分 98.5% 8270 

10000歩以上(N=4) 21時15分 95.0% 10274 

*平均値:7165歩

表2 年長克の1Bの歩数別にみた生活時隣(女克)

対 象 就穫時刻 朝食摂取状況 歩数(歩)

5000歩未満(N=lO) 21時21分 100% 4026 

5000歩以上平均*未満(N=25) 21時29分 98.3句 5811 

平埼以上10000歩未満(N=34) 21時37分 97.2% 7264 

*平均値:6268歩
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1 13の歩数は、男児が平均 7165歩、女児は平均 6268歩であった。これをもとに、歩数別に年長

児の体温リズムをみると(悶 2-1・図 2-2)、男児は 10000歩以上を確保している(積極的な運

動あそび実施)群が、いずれの測定時にも最も高い体温を示し、歩数の多い群の11摂に体温が高かっ

た。

就寝時刻は、男児では 10000歩以上群が最も早く 21時 15分、女児では 5000歩未満群が最も平く

21時 21分、続いて 10000歩以上群の 21時 25分であった(表 1・表 2)。

考察

体温は、 3歳児以降になると、 1日のうちにo.6'C '""-' 1. 0'Cの変動を示し、午前 2時'""-'5時の夜中
から明け方にかけて最も低くなり、午後 3時'""-'5時の夕方に最高となる白内リズムに従うようにな

るo そして、体温の高い時間には、元気に活動できる。今題、測定した石川県の保育問兜は、男女

とも、このような体温の変動が平均的にみられ、とくに男児は、歩数の多い群ほど体温が高かった

ことから、体がしっかり温められている子どもほど、大いに活動できていたことが伺えた。

なお、女児において最も歩数の少なかった 5000歩未満児に註目すると、対象児の中では、平めの

就寝、長めの睡眠、 100%の朝食摂取であったことより、動きが少なく体力的に低いがゆえに、生活

が整った状態にならぎるを得ないものと推察した。

まとめ

保育園児 151名を対象に、 1日の体温リズムと歩数、生活状況を測定・調査した結果、

( 1 )園児の体温リズムは、全国の平均的な 5歳兇の体温リズムとほぼ閉じリズムであることを確

認した。

( 2 )男児においては、体j阜の高まりとともに、歩数の増加を確認したので、運動量を増やし、体

力の向上を期待するのであれば、早寝・早起き、朝食摂取、朝の運動(徒歩通関や戸外あそび)、運

動あそびによる、 113 10000歩以上の活動量確保の機会などを充実させて、体滋を高めていく生活

が求められた。

( 3 )女児の中には、体力レベルが低いがゆえに、動きが少なくなり、生活リズムは整った状態に

なっている子どもがいるのではなし、かと推察された。

本研究は、平成 20年度科学研究費(基盤研究(A) 20240065.研究代表者 前橋 明)の助成を

いただいて行われた。
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